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 東京低地・中川低地の地下には，最終氷期に形成された谷地形が未固結堆積物からなる沖積層により埋積さ

れていることが知られている．埋没谷の形状やそれを埋積する堆積物の分布を把握することは，沖積層の形成過程

を明らかにするというだけではなく，軟弱地盤の把握など，応用地質学的にも重要である．筆者らは，東京低地か

ら中川低地にかけての埋没谷形状およびそれを埋積する堆積物の評価のため，土質ボーリングデータの収集や層序

ボーリング調査を行った．本報告では，東京低地北部および中川低地周辺(東京都葛飾区・足立区・江戸川区・台

東区・墨田区，埼玉県三郷市，草加市，越谷市周辺)において，約 4,500 本に及ぶ既存の土質ボーリングデータの

収集・データベース化および層序ボーリング調査の研究成果に基づき，埋没谷を埋積する堆積物の N 値および堆積

物の 3 次元的分布を検討した．その結果，N 値や堆積物の分布が，沖積層の形成過程を反映した分布を示すことが

明らかになったので報告する． 


